
児童養護施設の⼩学⽣を主たる対象とし、
通年の農業体験プログラムを⾏い、⾃然の
厳しさや⾷の⼤切さを学ぶ活動を⾏ってい
ます。お⽶、野菜は、⼦供たち⾃⾝で栽
培・収穫し、シーズン最後にみんなで調理
してカレーライスを⾷べます。参加者は新
規・リピーターを取り混ぜ、⼩学校卒業ま
で複数年継続参加できるようにすることで、
栽培⽅法等を学び、考え、より良い⽅法を
試みるプロセスも経験できる活動内容と
なっています。

教育関係者･事業者部門
《農林漁業者等》

農林水産大臣賞

株式会社ふるさとファーム
(北海道) 活動期間 6年

｢カレーライス畑＠野菜のなる公園」〜お⽶から野菜、全ての⾷材を
⼦供たち⾃⾝で育て、収穫、調理、そして皆で⾷べる〜
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こどもマルシェ

継続実践型の⾷育活動
公益社団法⼈⽇本農業法⼈協会が主催する
「ファーマーズ＆キッズフェスタ（⽇⽐⾕公
園）」にて活動の様⼦を紹介し、全国の農業
関連団体や企業にその成果をアピール、活動
の波及に努めています。また、平成29年度
からは、⼦供たちが栽培した野菜を⼦供たち
⾃⾝で販売する「こどもマルシェ」を開催し、
農業の経済的側⾯も体験し学べる⾷育活動と
しています。

活動の認知・全国規模の波及を⽬指して

プログラムに参加する⼦供たちは、5⽉から
10⽉までの間、毎⽉1、2回畑を訪れ、野菜
の⼿⼊れを⾏います。畑仕事の後には、季節
ごとの野菜をみんなで調理して⾷べ、採れた
ての旬の野菜を味わい、その美味しさを体感
します。

畑仕事の後は作った野菜を⾷べる

現代社会では縁遠くなった⽥舎での⽣活、
そして農業からは、将来を担う未来ある⼦
供たちにとって、とても有益な多くのこと
が学べると考えています。今回の受賞によ
り、より多くの農業関係者の皆さんが同様
の活動を始めるきっかけとなれば幸いです。

株式会社ふるさとファーム
顧問 三原 孝義

（活動開始時の代表取締役）

⽟ねぎの植付け

採れたての野菜でピザ作り


